生活衛生豆知識№16

水 に よ る 事 故 事 例
使用水の原水汚染、飲食店調理場での汚染など「水による事故」は大変多くあります。そこで、原水の汚染、受水後の汚染そして調理場での事故に分けて特徴があった事例ついてお知らせします。
原水の汚染
１）平成10年５月長崎県の大学

井戸の近くに下水管が通っており、マンホールとの接合部分の隙間から汚水が流れだし、井戸を汚染した。塩素滅菌薬剤の投入を忘れ、飲用水が殺菌されずに供給された。深井戸であったが、食塩水による漏水検査の結果、井戸に構造的な問題があったと考えられた。 病因物質：赤痢菌 　有症者数821名
　２）平成12年８月富山県の飲食店

飲食店調理室には簡易水道と独自水源の湧水が給水されていたが、実際に使用していたのは湧水であり、塩素滅菌がされてなかった。発症者はその湧水を使った素麺、ダンゴを摂食していた。病因物質：病原性大腸菌　発症者数208名

受水後の汚染

　１）昭和58年９月神奈川県の小学校

夏休み明け直後に生徒が食中毒症状を呈した。高置水槽のマンホールが密閉されていなかったため、ドバトの糞が混入したものと考えられた。夏休み中は水の使用はほとんど無く、停滞状態のため残留塩素濃度が低下していた。病因物質：カンピロバクター　発症者数228名

　２）平成６年９月神奈川県の雑居ビル

地下受水槽に隣接した汚水槽・湧水槽との間に用途不明の穴があった。汚水槽の排水ポンプが故障したため、汚水が穴から受水槽に流入して使用水を汚染した。病因物質：クリプトスポリジウム（国内初めての集団感染）  発症者数461名

　３）平成15年７月千葉県の高校

体育館の冷水器を使用していた運動部の生徒だけが発症した。事故直前に給水管の工事をしており、給水管に亀裂が見つかった。そして、近くにあった汚水管は閉塞状態で、滞留していた汚水が土中に漏れだし、亀裂部分から水道水に混入したと推定された。病因物質：ロタウイルス　発症者数47名

調理場での事故

　１）平成９年10月広島県の飲食店

食後のコーヒー用の水は80km離れた登山口まで採水に行き、持ち帰り使用していた。従業員の連携が不足ため、食器洗浄機用洗浄剤が入ったペットボトルを、採水してきた水を小分けしたペットボトルと間違えコーヒーに使用した。病因物質：洗浄剤(水酸化Naが主成分)　発症者数２名

２）平成10年９月東京都の飲食店

　　　従業員が食器洗浄に使用する液体漂白剤を業務用容器からグラスに小分けし、流しの水切り台に置いていた。それを知らなかったアルバイトが、ガムシロップと思い込みカクテルに注いだ。病因物質：次亜塩素酸ナトリウム　発症者数３名　

３）平成17年２月横浜市の高校給食施設

ホールで生徒が飲用ポットの水を飲んだところ、嘔吐等の症状を呈した。調理場には普通の水道水のほかに野菜殺菌用水も供給されており、誤って野菜殺菌用水を飲用ポットに注いだためだった。病因物質：次亜塩素酸ナトリウム　発症者数３名

　＊「使用水の衛生」は公衆衛生の基本と考えられますが、毎年「使用水の事故」は発生しています。日頃から使用水には細心の注意が必要です。なお、水道事業者の事例は除きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006. 3. 1　　K.Oikawa　









